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ファストシネマ騒動が提起したこと 

 

                  代表   皆倉 宣之 

 

私のテレビを観る流儀はほとんどが録画した番組を

再生して観るというものです。主な理由は放送時間に

縛られることなく空いた時間に観られるということにあ

ります。そして極め付きは内容によって飛ばし読みした

り、倍速視聴したりできることです。それは一言で言っ

てしまえば、時間の効率性（いま流行りの若者言葉で

言えば「タイパ（タイムパフォーマンス）」）の追及です。 

ところが最近このような画像の観方と関連する出来

事が事件となり話題を巻き起こしています。昨年6月、

「ファストシネマ（映画）」と呼ばれる動画を YouTube

に無断で投稿し、著作権法に違反した疑いで、宮城県

警が3人の男女を逮捕しました。 

 ではなぜこのように時間を短縮したシネマに若者たち

の人気があるのでしょうか。このことを巡ってはいろい

ろと議論されていますが、社会に溢れている大量の情

報を限られた時間で効率よく消費する「タイパ」が重

視されるようになってきたことや、親密圏における話題

について行くために粗筋だけでも把握したいという欲

求があることなどが挙げられています。 

 私はこの問題は別の側面から考えてみる必要もある

と思っています。それは読書との関係です。「ファスト読

書」というものもあり得る気がします。事実長編の文学

作品を2ページほどに要約した本は出版されています。

長編への導入としてはいいかも知れませんが、それで

読んだ気になるのが心配です。電子書籍の普及が今

後どのような影響を及ぼすのかも気になるところです。 

同じことは若者の新聞離れと共通しています。総務省

が毎年発行する「情報通信白書」によりますと、全年代

の新聞閲読（行為者率）は25.2％ですが、その内訳を

見ますと10代→2.5％、20代→6.3％、30代→8.8％、

40代→24.1％、50代→39.4、60代→53.7％となっ

ています（2020年のデータ）。いかに10代、20代の新

聞離れが進んでいるかがわかります。スマホで新聞を

代替するという流れです。 

 自己責任が身に染みついていると 

いわれる若者たちは、情報過多 

のなかで生産性・効率性の 

追求に日々追われています。 

だからこそゆったりとした 

時間を確保し、その中で 

心ゆくまで映画鑑賞や 

読書を味わって 

もらいたいものです。 
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読書会 「俳句の本を読む」（第 60回） 
日時：2022年 8月 7日（日） 14時～16時 
会場：稲毛図書館 集会室 
課題本：『大岡信『折々のうた』選 俳句（二）』 

長谷川櫂/編 （岩波新書）2019.12出版 
千葉市図書館に３冊所蔵 

問い合わせ先：043-○○-○○ 
(前回の報告は 8頁) 

 

令和4年度第1回図書館協議会を 

傍聴しましょう 
 
日時：2022年7月28日（木）10時～ 

会場：千葉市消費生活センター3階 研修講義室 

詳細は12面をご覧ください。 
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就任2年目となる中島中央図書館長をはじめ、4月

から中央図書館に異動された4名の職員の方が出席

し、職員の自己紹介から会が始まりました。 

 その後、古本市でみなさまから頂戴した募金を中島

中央図書館長に手渡しました。（右写真） 

 

 まずは、事前に当会より質問した2項目について館長

より説明がありました。 

【花見川図書館改修についての進捗状況】 

 花見川図書館は4月21日から休館となり、22日から

こてはし台公民館に臨時窓口を設置し、予約本の貸出

と返却、簡単なレファレンスと利用カードの申し込みな

どを行っている。1日50人ほど利用があり、公民館の

利用者が新たに利用カードを作るなど、公民館に窓口

を設置したことで、新たな利用者層の開拓につながっ

た。 

花見川図書館自体は改修になるので、事務室は仮

事務室に引っ越し作業中。職員と図書資料の引っ越し

を行い、その後工事等が入っていく。 

 

【若葉図書館移転についての進捗状況】 

若葉図書館については、利用者の意見を聞く機会と

して、6月5日に第1回目の「新しい千城台公民館・若 

葉図書館を考えるワークショップ」を開催。当日の参加

者は15名。2回目のワークショップは6月19日に予定 

している。同じ内容で違う参加者により、こういう図書

館があればいいという意見を伺いたい。 

今年度を目処に基本計画を作るに当たり、利用者 

の声を聞くために、ワークショップやアンケートを行い、

さらに子どもたちの声を拾う機会を設け、まとめて基本

計画に反映させていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の発言から 

―若葉図書館・千城台公民館の複合化について— 

質問 図書館と公民館の複合施設のコンセプトや全体

の構想、複合化の狙いと両施設の敷地面積の割合や

位置づけ、両施設の関係等をはじめ、蔵書数や図書館

の規模などはどうなっているのか。 

 

回答 複合化は決定しているが、蔵書数や敷地面積、

部屋など中身については白紙状態。複合化によって相

互作用などが期待できる。何ができるのか、ワークショ

ップでみなさまの意見を聞き、その機能や役割につい

て、部屋の数など総合的に判断し基本計画を策定する。 

若葉図書館と千城台公民館の複合化の全体の説

明は、2月に資産経営課がグランドデザインの説明会

で行った。このグランドデザインの資料には公民館と図

書館がスキップフロアで2階建ての建物であるとされ

ていたが、これも傾斜地を利用したイメージ図であり決

定ではない、2つの施設なので、2階建てのイメージが

あるが、そこもまだ確定していない。 

 

〇 1回目のワークショップに子どもの参加がなかった

が、若葉区の中学の図書委員に来てもらうなどして

意見を集めてはどうか。 

〇 2回のワークショップだけでなく、市民の意見を聞く

場をその都度設けてほしい。 

〇 現在、図書館内の部屋が利用できず、複合施設で

ある生涯学習センターは有料で利用しにくい。など

の意見が出された。 

 

—みずほハスの花図書館について— 

質問 この図書館は民間に窓口業務を委託し運営さ

れていて、中央図書館の分館扱いになっているが、中

央図書館の職員がみずほハスの花図書館に常駐して

いるのか。また、その評価は行われているのか。 

中島中央図書館長と語る会 報告 

日時:2022年 6月 8日（水）13：30～15：00 

会場：中央図書館会議室 

職員：中島中央図書館長 平岡情報資料課長 

児玉管理課長補佐 萩谷情報資料課長補佐 

渡邉情報資料課担当課長補佐 

参加者：12名 中島館長に寄付を手渡す皆倉代表 
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回答 中央図書館の担当職員が、基本的に月1回訪

れ、学校との連携やイベントなどについての話し合いを

している。また、頻繁に電話やメールで連絡を取り合っ

ている。レファレンスについては業者が行い、わからな

いことなどがあった場合、中央図書館の調査班に連絡

がある。 

この図書館の評価については、業務を委託する内容

が記された「仕様書」に沿って業務を行っているかどう

か評価をしている。 

担当職員は常駐していないため、みずほハスの花図

書館について何かありましたら、ご意見をお寄せいた

だきたい。 
 

○ 参加者からは、みずほハスの花図書館は民間の窓

口業務委託、公民館図書室は千葉市教育財団の指定

管理、他の図書館は直営と、管理体制がばらばらで、

本だけが市の資料として流通していることは矛盾して

いるのではないか、という意見があった。 

 

—図書館以外との連携について— 

意見 映画「ニューヨーク公共図書館」を観た。図書館

でも他の施設のモデルになるように、色々新しい試みを

取り入れられないでしょうか。今でも、中央図書館と生

涯学習センターは複合施設なので、図書館と公民館の 

複合化に当たり率先して連携した活動を行ってもらい

たい。 

 

回答  中央図書館では昨年度、森絵都さんと古内一

絵さんの講演会を企画段階から生涯学習センターと

連携して行うなど、すでに連携している。公民館と図書 

 

 

 

 

館が一緒の建物に入り、ハード面が連携しやすくなる

ので、ソフト面も関係性を作っていきたい。 

新しい若葉図書館・千城台公民館について、学びの

スペースと本のスペースをミックスできる強みがある 

ので、千葉で初めての図書館となる様な想いをワーク

ショップで提案をしていただきたい。 
 

○ 連携に一番肝心なのは図書館職員の力であり、図

書館の仕事には継続性が重要なので、司書の後進を

育てる仕組みを作ってもらいたい。また子ども読書まつ

りではもっと多くの市民との連携や、庁内の他の部署と

一緒にできることがあるのではないか、という意見が出

された。 

 

～ 館長と語る会を終えて ～ 

私たちは会報で図書館と公民館の複合化に関して、

これまでの経緯を詳細に報告してきましたが、今回の

参加者からの質問に接し、これまでの情報が利用者に

十分に周知、理解されていないことがわかりました。 

また、これまでは資産経営課が担当し、図書館の計

画でありながら、図書館の役割や機能などについては

話し合われてきませんでした。公民館と図書館は同じ

社会教育施設でもその役割は異なります。 

新しい若葉図書館を利用者と共に考えていくために

は、図書館の方たちから、図書館の役割やどんな図書

館にしたいのかを語ってもらいたいと思いました。     

                             （運営委員） 

 

 

館長と語る会の中で、図書館職員は行政

職員でもあることから、1 冊の本が話題に

なりましたので紹介します。 
 

『行政マンとして 

図書館員が忘れていること』 

内野安彦 編著 樹村房 

（千葉市図書館に 3冊所蔵） 

 

Ⅰ部 

1章 市民にさらに支持される図書館員になるには 

2章 庁内でさらに理解される図書館員になるには 

3章 まちの活性化にさらに寄与できる図書館員に

なるには 

Ⅱ部 

図書館長又は図書館長経験者の 4名が「行政の中

の図書館」としてあるべき司書の姿 

を論じています。 
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     千葉市は、千城台南小学校跡地に千城台東第一保育所、千城台公民館、若葉図書館、 

和陽園の４施設を建替え、移転する活用方針を示しました。 その中の若葉図書館について 

「としょかんふれんず千葉市」は２０２２年６月７日に要望書を提出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要望書を提出しました 

 

  

２０２2年 6月 7日 

千葉市長           神谷 俊一様 

千葉市教育長       磯野 和美様 

千葉市生涯学習部長 佐々木 敏春様 

千葉市中央図書館長 中島 千恵様 

                                                         としょかんふれんず千葉市 

                                                             代 表   皆倉 宣之 

   

                                                               

 

千葉市若葉図書館の建替え、移転について 

                      要望書 

   

千葉市は、千城台南小学校跡地に千城台東第一保育所、千城台公民館、若葉図書館、和陽園の４施設

を建替え、移転する活用方針を示しました。  

2023（令和５）年度に基本設計、2024（令和６）年度に実施設計が行われるにあたり、若葉図書館が

市民、とりわけ地域住民が望み、生涯学習の施設（社会教育施設）としてふさわしいものとなるよう、以下要

望いたします。 

各要望項目につきましては、ご多用のところお手数ですが、お考えを文書にて回答いただけますようお願

い申し上げます。 

 

記 

 

① 地区図書館としての位置づけと、その図書館機能を維持し、市の直営で運営してください。 

   若葉図書館が地域に密着した安定的かつ継続的なサービスをするために、また千葉市図書館全体

を視野に入れた運営となるように、地区図書館としての位置づけを維持してください。そして、若葉図書

館の面積や蔵書数が減少することがないよう、現状の図書館機能が維持される施設としてください。 

そのためには、指定管理者制度や業務委託の導入は、社会教育施設である図書館には適さないと考

えます。運営は市職員による直営とすべきです。 
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② 市民や図書館協議会の意見を聞き、市民と共に行う図書館づくりをしてください。 

      「千葉市市民自治によるまちづくり条例」第９条には、市の責務として「市民の意見や提案を的確に

把握し、これを市の施策に反映させるよう努めるとともに、多様な市民の活動をまちづくりに生かすよう

努めます。」とあります。「的確な把握」をするには、利用者・近隣住民に充分な調査をし、市民と話し合う

機会を持ってください。その際、市民の多くの目に留まるような広報をしてください。 

 

 ・図書館の計画作りや建設過程で市民に情報を公開するとともに、図書館づくりの見識者や図書館職

員、市民、行政との意見交換の場を設け、市民との協働による図書館づくりを切実に望みます。 

 

・ワークショップは、若葉図書館に関して利用者や地域住民が具体的に望むことを把握できるような内

容とし、どのようなワークショップだったのか市民がいつでもわかるようにしてください。 

 

   ・アンケート実施の際には、確実に要望が把握できるような期間・内容にしてください。 

 

  ・子どもたちが利用したくなるような図書館にするために、学校とも協力し、近隣の小・中・高校生に図

書館についての要望を必ず聞いてください。 

 

   ・建替え、移転については、当該地区図書館長はじめ図書館職員が市民の質問にいつでも答えられる

ような対応をお願いします。 

 

   ・図書館の建替え・移転・複合化は、図書館行政に関する重要な案件です。図書館協議会では決定の

報告に留まることなく、検討段階から審議をするようにしてください。 

 

③ 誰もが利用しやすい図書館となるようにしてください。 

・公民館との複合施設になる場合は、図書館、公民館それぞれのフロアに出入り口を確保し、誰もが利

用しやすいものにしてください。 

   

・子ども室や学習室は公民館を利用するのではなく、図書館内に必ず設置してください。 

 

・誰もが行きやすい交通手段の確保をしてください。千城台南小学校跡地は現在の若葉図書館から

約７００メートル南下した位置となり、千葉都市モノレール千城台駅や大型商業施設などからも遠くな

ります。コミュニティバス運行などの検討をお願いします。 

 

 

                 

  

                                                                            以 上 
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千城台公民館と若葉図書館の複合化に伴い新し

い施設に必要な機能やサービスについて具体的に何

を望むか、利用者の意見を求めるワークショップが同

じ内容で、日時・参加者を変えて 2回行われた。 

ワークショップでは幾つかのグループに分かれ、現

状施設の気に入っているところ・不便なところ、新しい

施設でやりたいことについて意見を出し合い、付箋に

書き出し、模造紙上に貼る作業をしながら意見をまと

める方法で行われた。 

 

配布された資料には、千城台南小学校の跡地に

移転する4つの施設と施設配置図が掲載されていた。

公民館と図書館の複合化については決定しているが、

その他は白紙状態であると説明され、資料にある2

階建ての施設もイメージ想像図となっていた。 

 

＊ 希望すること 

 ・規模が小さくならないように、他の地区図書館並

みにしてほしい。 

 ・移転先は駅から遠くなるので、割安で行かれるよ

うな交通手段がほしい。 

・駐車場は広くなり利便性は増すが、車が使えない

子どもや高齢者が安全に行かれる手段を考慮し

てほしい。 

 ・手荷物を置くロッカーの設置。 

 ・図書館には子ども室が必要。 

 ・公民館は避難場所としても使用するので、保健室 

  があるとよい。 

 

 

 

 

 

 

＊ 移転に伴う課題 

 ・アクセスが悪い 

 ・図書館の蔵書数が少なくなるのは困る。 

・各施設の面積が狭くなるのではと心配。 

・子どもたちにとって心育まれるような本をたくさん

揃えて欲しい。 

・現在の場所は様々な点で便利な場所にあるが移 

転となると大変不便になり、利用しづらい。 

・移転し複合化されても、図書館は広い部屋を確保

し、質の良い図書館を希望する。 

 

＊ 参加した子供の意見 

・ツリーハウスがあったらいい。 

・野外で本が読めたらいい。 

 

＊ 最終的に各グループから出た意見。 

ロビーとホールの充実、公民館と図書館と企業と

のコラボなど多世代が集う催し物があればよい。また

公民館と図書館を合わせた施設の名称を作るなど、

誰もが利用したくなるシンボル的な施設であるとよい。 

 

～・～・参加して・～・～ 

公民館は目的を持ち予約しグループで学ぶところ

として利用することが多い。図書館は基本、予約なし

でも 個で自由に本や資料を自分の糧として利用で

きる場。「学習の場」として社会教育施設という点で

は一致しているが、それぞれの役割は違っている。 

同じ社会教育施設でも役割が違うことを参加者一

人ひとりが理解し、「公民館として」、「図書館として」

の発言ができると充実したワークショップになったの

ではないか。 

重要なことは、図書館は教育委員会直営で運営さ

れており、公民館の運営は現在指定管理者が行って

いること。複合化によって図書館の指定管理者制度

導入になってはならないことである。 

ワークショップの参加者の話し合いなどの内容は

ホームページでみることはできるのだろうか。また出

された意見がどう生かされるのか今後を見守りたい。 

 (運営委員) 

「あたらしい千城台公民館・若葉図書館を考える ワークショップ」に参加して 

           第 1回 日時 2022年 6月 5日（日） 14時～16時     参加者 15名 

第2回 日時 2022年 6月 19日（日）10時～12時   参加者 21名（内子ども 2名）   

会 場 千城台公民館 2階ホール 

主 催 千葉市生涯学習振興課  千葉市中央図書館 

 

 

    

 

ワークショップで配布された資料 
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まぼろしの図書館見学  

  

 「今年は図書館見学をぜひ実施したい」との思いで図書館見学の準備をしてきましたが、  

７月になり新型コロナ感染症の発生数が上昇し続け今後の状況が見通せないことから、やむ 

なく中止とすることにしました。現在千葉市では、市内観光バスを利用した取組みへの費用 

を一部支援しており、これを利用して遠方の図書館へ行く計画でした。 

  状況が収まったときには、ぜひまた計画したいと思います。 

 

 

 

  

  那須塩原市図書館 みるる   
（栃木県那須塩原市） 

 

  ２０２１年９月 ＪＲ黒磯駅前に開館。設計者は栃木県出身の伊藤麻理氏。 

 ３か所にエントランスがあり、ＪＲ黒磯駅への通路としても利用できる。ブックディレクターの幅允孝（はばよし

たか）氏による特集コーナーや、館内１０か所に展示している「言葉の彫刻」等、利用者の本への興味を高め

る取り組みを展開している。運営形態は業務委託。（『図書館年鑑 2021』より） 
 

 

見学予定だった日  2022年 8月 24日(水) 

定  員   ２７名  

参加費   会員 2,000円（昼食代含まず） 
 

 
 
「としょかんふれんず千葉市」 これまでの図書館見学 

 
 

 
               

年月日 見学先 所在地 

2011.12.15 葛飾区立中央図書館 東京都葛飾区 

2012. 7.23 小布施町立図書館「まちとしょテラソ」 長野県上高井郡 

2013. 7.25 山梨県立図書館 山梨県立美術館 山梨県甲府市 

甘草屋敷子ども図書館 山梨県甲州市 

2014. 6.20 塩尻市立図書館 長野県塩尻市 

2015. 6.1 武蔵野プレイス 

深大寺・調布航空宇宙センター 

東京都武蔵野市 

東京都調布市 2017. 6.26 都立多摩図書館 都立殿ヶ谷戸庭園 東京都国分寺市 

2018．8.2 県立西部図書館 戸定邸 千葉県松戸市 

県立東部図書館 千葉県旭市 

2019. 7.30 荒川区立図書館「ゆいの森あらかわ」 東京都荒川区 

2020. 8.5 浦安市立中央図書館 千葉県浦安市 

行く予定だった見学先 

何年ぶりかの 

遠出のバス見学

や、図書館隣り 

割烹「石山」で

の昼食を楽しみ

にしていたのに

なあ。 残念！ 

行ってみたい図書館  

募集中！ 
運営委員までお知らせください 

那須塩原市図書館ホームページより 



68－8 

 

       地域から   
  

「楽しみいっぱいの図書室」 

千葉市磯辺公民館図書室  ○○ ○○ 
 

磯辺公民館図書室は、京葉線の検見川浜駅と稲毛海岸駅、稲毛の浜のヨットハーバーの中間で、閑静な住宅地

の中にあります。公民館の前には公園があり、遊具などで遊ぶ親子や小学生、ベンチで読書をしたり友人と談笑し

たりしている方々などの姿があります。隣には磯辺スポーツセンターがあり、多くの市民の方々が利用しています。 

公園もスポーツ施設も楽しむために利用する場であり、そこには笑顔がいっぱいあります。本室も地域の方々に

楽しく利用していただける図書室でありたいと考えています。本室には親子で来室される方々も多く、小さな子供が

お家の方とお話をしながら楽しそうに絵本選びをしています。本を見ながらお家の方といっぱいお話をして、たくさん

のことを学んでほしいと思います。 

図書室では幼児からご高齢の方々まで、どなたにも楽しんでいただける本をできるだけ多く取り揃えたいと考え

ています。話題の作家さんの本、予測不能なミステリー本、携帯電話やパソコンの操作や便利機能を解説してくれる

本、趣味の園芸、料理、旅行などの本、政治や経済などを学べる本、もちろん児童書や絵本もたくさんあります。 

多くの皆さんに、楽しい本の世界を知っていただけたら幸いです。 

 

   読書会報告 「俳句の本を読む」第59回

 

課題本：『大岡信『折々のうた』選 俳句(二)』 
長谷川櫂/編 （岩波新書） 

日時：2022年6月１2日 （日） １４時～１６時 
会場：稲毛図書館 集会室   １1名 

 

〈谷に鯉もみ合う夜の歓喜かな  兜太〉金子兜太（1919～

2018）は前衛俳句の旗手だった。この句は無季の定型句。「夜

狭い谷合いで鯉がもみ合っている。この情景には性的な仄めかし

をもった生命の騒立ちがある」と著者大岡氏の説明。100歳で亡

くなった兜太。今、朝日新聞（2018年2月21日）の記事が急に

蘇った。「反戦の思いから同時代への発言を続け、晩年は故郷や

平和への思いを多くの句に託した。安全保障関連法案への反対

が広がった２０15年には、〝アベ政治を許さない″を澤地久枝の依

頼を受けて揮毫した」と。〈青春の「十五年戦争」の狐火 兜太〉 

〈かもめ来
こ

よ天金の書をひらくたび 敏雄〉三橋敏雄（1920～

2001）洋綴じ本で、立てた時上になる部分（天）に金箔を貼りつ

ける製本様式。これが天金。愛蔵本によく使われるとのこと。この句

は 昭和12年（1937）敏雄少年期の作。俳句は勤め先の先輩に勧

められて社内句会に参加とある。苦学して書籍取次の東京堂に勤めていた頃この本に 

出会ったのか。開くとその頁のふくらみがカモメの形に見えた天金の書。（そこでこのたび、 

この会報「本」の頁の執筆者酒井氏の蔵書に天金の書は有りますかと担当者がお訊ねした。なんとありました 

『オックスフォード英語辞典』。やはり厚い本でした。開くとカモメの形になったかしら。）〈戦争にたかる無数の蠅しづ

か 敏雄〉「現代社会の空気中を漂う不安を詩によって言いとめた優れた作である」と著者は記す。 

〈裏富士の月夜の空を黄金虫 龍太〉飯田龍太（1920～2007）俳人飯田蛇笏の子息。祖父以来定住の甲斐

（山梨）の地に住む。そこで山梨からは裏富士の月夜。「戦後登場した俳人たちの代表的存在」と大岡氏の評価は

高い。〈雲のぼる六月宙
そら

の深山蝉 龍太〉深山蝉とはミンミンゼミのこと。〈落葉踏む足音いづこにもあらず 龍太〉

「昭和40年10月27日母死去」の前書十句の内の一句。母親が落葉を踏む、いつも行き交う母親の足音、その音

が無い。「空漠たる喪失の哀しみが、哀しみだけがそこに漂う」と著者。編者長谷川櫂氏によれば、大岡氏は龍太の

句を３３回６番目に多く取り上げている、と。今回のテキストでも飯田龍太の句は13句。金子兜太は3句。読書会参

加者から「大岡さんは龍太の句が好きなんだね」の声。  

次回は8月7日（日） 稲毛図書館 14時～16時 （ 運営委員） 

        

 

  

ぶっく・ぶく 

宗教と政治 

昔むかし「村八分」にされた話を聞いた。 

ある時友人が子どもの担任から 1週間に一回

発行の政治新聞をもらって読んでいた。そこへ宗

教と政治が一体の活動をしているご近所の方が

来てその友人を見た。気のいい友人はその新聞を

何か月も読んでいた。その内、地域で何かすると

その宗教の仲間の人たちから仲間外れにされる

ようになったとか。怖いねー。 

今回いろいろな宗教を知った。私の身近には信

頼出来る温厚な○○○○○の信者が多い。お金

の話も選挙の話もない。あの宗教（？）１億円も寄

附して幸せになったのかしら。私のもっと身近に

正月に神社に行かなくなった人がいる。この人は

いつも 100円玉の賽銭だったけど不幸ではなさ

そうだった。  

 知ったかぶり子 
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緑図書館で児童担当をしております○○と申します。

私は新規採用職員として、緑図書館に配属され、今年

度で３年目になります。                     

私が新規採用職員として入ってきた2020年は日

本で新型コロナウイルス感染症が流行し始めた年で

した。図書館に配属されて数日後には、緊急事態宣言

のため市内全図書館が２か月程の休館となりました。

その間、窓口業務のシステムを覚えたり、絵本の読み

聞かせの練習をしたりしながら、再開の日を楽しみに

待っていました。 

さて、長期休館明けの最初の事業は定例おはなし

会でした。緑図書館では、毎週金曜日に11時から2・

3歳児を対象とした“えほんのじかん”と、16時から4

歳児～小学生を対象とした“おはなし会“を行っていま

す。再開の話がでたときには、うまく読み聞かせができ

るかがとても不安でしたが、回数を重ねる度に少しず

つ慣れていき、子どもたちと楽しみながら読み聞かせ

できるようにまでなりました。私が定例おはなし会に慣

れていくとともに参加してくれる子どもたちも少しずつ

増えていき、現在は毎週来てくれる子もいます。参加さ

れる皆さんは集合時間より早く来てくれるので開始時

間までにお話をする機会があり、その際に「金曜日に

なるとおはなし会だということがわかるみたいで、子ど

もが自分から準備をはじめるんです」と言ってくださる

のを聞いて、うれしい気持ちになり、もっと良いおはなし

会にできるように頑張ろうと思いました。               

おはなし会は、定例おはなし会以外に春・夏・冬に

“親子おはなし会”を開催しています。定例おはなし会

と同様の時間に開催しているのですが、11時のみ対

象が０～３歳児と幅が広くなるため、定例おはなし会に

参加できない0・１歳児の参加者が増えます。その際に

0・1歳児の保護者から「他の日もやっているのか」や

「参加できるおはなし会が少ないので増やしてほしい」

というお声をよく聞きます。0・1歳児のおはなし会の需 

 

要はあるのに、おはなし会自体はあまり多くないので、

少しでも増やせていけたらと思います。                         

定例おはなし会の次に再開したのが規模を縮小し

ての開催でしたが“子ども一日図書館員”と“子ども

読書まつり”でした。他にも“勾玉づくり”と“わらべうた

と絵本の会”があるのですが、新型コロナウイルス感

染症の感染状況により、中止し翌年に延長になりまし

た。1年目はすべての事業を行うことができませんでし

たが、２年目は規模を縮小してコロナ前と同様の事業

を開催できました。                

緑図書館の事業を通して、楽しみに訪れている人が

いる一方で、このような事業に参加をしたいけれどい

つやっているのかわからない、そもそも事業をやってい

ることを知らない人がいることを知りました。私も緑図

書館で働くまではこんなにもたくさんの事業があること

を知らず、当初は事業の多さに驚きました。必要として

いる方により多く参加していただくためにも、さらに広

報に力を入れていきたいと考えています。そしてより多

くの人に安心して楽しんでもらうためにも、感染症予

防などの安全対策を十分に行い、よりよい事業にする

ための準備を進めていきたいと思います。皆さんの参

加をぜひお待ちしております。これからも皆さまのご期

待に添えるように頑張りますので、よろしくお願いいた

します。                    

 

 

      「コロナ禍の緑図書館」 

        千葉市緑図書館  ○○ ○○   

 



☆ YA世代の参加を願いこのコーナーを設けています。 
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「  はらぺこのわたし  」  

                                                     稲毛区  ○○ 〇（大学１年生）

私が生まれて初めて出会った本は、エリック・カール

作の『はらぺこあおむし』（偕成社）である。色鮮やか

な絵に魅了され、ページに空いた小さな穴の仕掛けに

指を入れたり、本の端っこをガジガジと噛んだりと、ま

さに「本の虫」のようだった。本好きの両親の影響もあ

り、様々な図書館に足を運んでは何時間も夢中になっ

て本を読んだことが、今でも心に残っている。 

  幼少期に出会った本の中で特に思い出深いのが、

平山和子作『くだもの』（福音館書店）、宮澤賢治作

『雪渡り』（福音館書店、他）、林明子作『まほうのえの

ぐ』（福音館書店）の３冊だ。どれも、実体的な感覚体

験を得ることができた貴重な本だ。まず『くだもの』は、

公園のそばにあるファミール文庫で読み聞かせをして

もらった本だ。ページをめくるたびに果物の瑞々しさが

とても近くに感じられ、香りが漂ってくるようだった。そ

のときの優しくあたたかな「さあ どうぞ。」という声が

今でも耳に残っている。『雪渡り』は、雪が降った日に

お気に入りの長靴とレインコートを着て、まだ誰も足を

踏み入れていない静かな公園に行ったときの記憶とと

もにある物語だ。真新しい雪が足を包み、嬉しくて思わ

ず出た言葉が、作中の「キックキックトントン」だった。

子どもにしか見えない神秘的なものを感じる時間がそ

こにはあった。そして、『まほうのえのぐ』は、絵の具とス

ケッチブックを持って森に行き、主人公の女の子のよう

に絵を描いた思い出がある。土からたちこめる雨の匂

いを嗅いだり、木漏れ日がつくりだす柔らかな陰影を

目で追ったりと、まるで魔法がかかったかのように自

然のすべてが愛おしいと思える瞬間だった。どんな生

き物も魅力的に描く愛に溢れた本から、自分の想像

力が無限に広がっていくのを感じた。思うに、紙の本の

良いところは、ページをめくるたびに紙のぬくもりや手

触りを感じられたり、紙の種類によっては異なる匂いを

感じられたりと、本の世界を自らの五感を持って味わ

えることなのではないか。 

 ところが最近、紙の本よりもインターネット上の電子

書籍で読む人が増えているという。たしかに、電子書 

 

籍は経済的で最新の本のみならず大昔の本も即座に

入手でき、部屋に書籍を置く場所がいらないという点

でとても便利だ。しかし、電子書籍を読むことと紙の本

を読むことは、同じ内容を読んでいても大きな違いが

ある。それは、読者の本に対する「向き合い方」にある。

電子書籍は、いつでもどこでも好きな本を読むことが

でき、途中でつまらないと思えばデータごと削除し、読

んでいた履歴でさえも消すことができる。一方で紙の

本は、わざわざ本屋や図書館に出向いて一冊一冊を

手に取り、大きさや重さを自分の五感で確認すること

ができる。そうして選び取ったものなのだから、読むと

きはじっくりと腰を据えて向き合うようになる。すると、あ

る種の責任感のようなものが生まれ、つまらないと思っ

た部分も自分なりに噛みくだいて理解しようとする。そ

うして理解したものは、その本を読む以前の自分には

なかった、新たな「体験」として心に深く刻み込まれる。 

ここで、日本を代表する絵本作家の五味太郎さん

のデジタル絵本に関する言葉を紹介する。「不自由が

楽しいんだよ。絵本を読むことも、利便性を追求するこ

とじゃないよね。本という形にはのんびりさやドジさが

あって、そこがいい」（令和４年２月, 朝日新聞, 『の

んびりがいい』より）。本来、読書に便利さを求めるこ

とは間違っていると思う。何事にも効率や速さを求め

てしまう私たちには、AIには味わうことのできない豊か

でのんびりとした時間を過ごすことも必要なのではな

いか。あのころ本を夢中で食べた、「はらぺこのわたし」

のように。 
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ぼくと辞書のつきあいは、駿河台下の三省堂書店で

買い求めた『新撰古語辞典』という初学者むけの小型

辞書に始まります。昭和１８年６月１日、16版、定価金2

円、特別行為税10銭、売価2円10銭と奥付にあります。

お年玉の最高金額が50銭という時代の小学生にとっ

ては結構な値段であったろうとは思いますが、とにかく、

これが自分で選んだ辞書の第1号ということになりま

す。11歳の夏のことでした。やがて中学生となり、古文

学習が本格的に始まると、単語帳のような素朴な本は

たちまち役に立たなくなりました。辞書の機能の限界を

つくづく思い知らされた出来事です。 

次は英語の辞書の話です。中学に入って間もないこ

ろ、辞書の配給切符を配るから希望者は残れという連

絡が先生からありました。配給切符とお金を持って行

かないと本が買えない時代でした。長いこと立たされ

ました。ひとり減り、ふたり減りして、人数が少なくなっ

たころ、やっと先生が現れました。こうして手に入れた

のが、『コンサイス英和辞典』です。大学生になっても

使い続けました。さすがに１０年も使えば、表紙はぼろ

ぼろ、ページは手垢でまっくろという姿になったので、

お焚き上げしました。悲しい別れでした。 

 

若い時は給料が安いので高い本には手が出ません

が、年をとってくると、多少高くても買えるようになりまし

た。 

本棚に並んでいる国内外の辞書の中で、特にお世

話になった辞書たちを見渡すと、親はもちろんのこと、

むかしの先生方も全員この世を去り、苦楽を共にした

友人たちも次々に居なくなるこの頃、残っているのは君

たちだけか、と言う思いが湧いてきます。 

 

『オクスフォード英語辞典 』 ２版 20巻 

（世界最大級の英語辞典として権威があります） 

『新英和大辞典 』 6版 1巻 

（国内最大級と同時に伝統に支えられた辞書 

として定評があります） 

『オクスフォード・アシェット・フランス語辞典 Oxford Hachette

Freｎｃｈ Dictionary』１巻（仏英・英仏の中辞典）★ 

『プティ・ラルース Le Petit Larousse Illustré』１巻 ★ 

（辞典と百科事典を兼ねて便利） 

『小学館・ローベル・仏和大辞典 』 １巻 

（用例が豊富で解説も親切） 

『小学館・独和大辞典 』 ２版 １巻 

（最近の情勢に対応する最大級の独和辞典） 

『白水社・スペイン語大辞典 』 １巻 

（日本初の本格的西和大辞典） 

『コロンビア・ギャゼティァ The Columbia Gazetteer of 

the World』 ３巻 ★ 

（全世界をカバーする地名辞典、使い勝手が良い） 

『講談社・中日辞典 』 ３版 １巻 

（充実した内容の大型中辞典） 

『大漢語林 』 １巻 

（１冊本漢和辞典の傑作として世の賞讃を集めています） 

『日本国語大辞典 』 ２版 本文１３巻 

（日本最大級の国語辞典） 

 『角川古語大辞典 』 5巻 

（日本最大級の古語辞典として貴重） 

『小学館古語大辞典 』 1巻 

（日本の古典を読むのにこれだけでほぼ用が足ります） 

『新潮日本語漢字辞典 』 1巻 

（古代日本人が受容し、その後日本語化した漢字

の千変万化を示す大型中辞典） 

『国史大辞典 』 本文14巻 ★ 

（古代から現代までカバーする日本最大級の 

歴史辞典） 

『アジア・太平洋戦争辞典 』 1巻 

（日本現代史の学習に必携） 

 

 

      辞書は賢い友だちだから  

                                 中央区  ○○ ○○                                          
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★ ○○氏の蔵書より撮影 
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5月３１日(火) 古本市後始末 
６月  ２日(木) 運営委員会 

６月  ５日(日) 第１回あたらしい千城台公民館・ 

若葉図書館を考えるワークショップに参加 
６月 7日(火) 要望書提出「若葉図書館建替え、移

転について」  

6 月 8日(水) 中央図書館長と語る会 

6月１２日(日) 第５9回読書会 「俳句の本を読む」 

6月１３日(月) 齊藤誠一氏と面談 

6 月１６日(木) 臨時運営委員会（図書館見学打合せ）  

6月19日(日) 第2回あたらしい千城台公民館・ 

若葉図書館を考えるワークショップに参加 

7月  ７日(木) 運営委員会 

7月  8日(金) 成田市立図書館訪問      

7月１4日(木) 編集会議 

7月2１日(木) 会報６8号発行 

う ご き 
 

成田市立図書館訪問 

２０２２年７月８日（金）10～１２時 

  今年度の当会総会で、成田市では司書職としての

採用がなされているという情報がありました。そこで

現・旧運営委員６名は成田市立図書館を訪問し、巻

嶋館長と米田館長補佐にお話を伺いました。 

  当日は、バックヤードも含め図書館内の案内もして

くださり、きめ細やかな司書の仕事や、利用しやすい

図書館の実際を知ることができました。 
 

詳細は次号会報で報告します。 

   

 

✱としょかんふれんず千葉市のホームページはこちらから 

   URL  https://furenzu2021.wixsite.com/toshokanfriends  

   または、右の QR コードから読み取ってください。 

✱としょかんふれんず千葉市の Twitterは 
ユーザー名 @furenzu8chiba 
または、「としょかんふれんず千葉市」 で検索してください。 

 

 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市稲毛区○○町○○－〇 

TEL・FAX ０４３（○○）○○○○ 

 メール   furenzu2021@gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発行者  

令和4年度第１回図書館協議会 
 

日時 令和4年７月28日（木） 10：00～ 
会場 千葉市消費生活センター3階 研修講義室 

千葉市中央区弁天1-25-1 
議事 
(1) 委員長及び副委員長の選出について 
(2) 令和3年度千葉市図書館の評価について 
(3）令和4年度サービス取組項目及び評価指標に
ついて 

 (4)その他 
傍聴  受付 9：30～  定員１５名（先着順） 
  
 

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

印西市「図書館への指定管理者制度 

導入反対のための署名」に協力 
 

  図書館友の会全国連絡会メーリングリストにて上記

署名について発信があり、当会運営委員を中心とした

有志が協力しました。 

  『印西市公共施設設置適正配置アクションプラン』

には「２０２３年から２０２６年の間に大森図書館と小倉

台図書館の指定管理者制度導入を検討する」とあるそ

うです。 

県内の図書館運営の動向に注視していきましょう。 

傍聴しましょう 

 千葉市消費生活センター3階 研修講義

室 

千葉市中央区弁天 1-25-1 

 

千葉市文庫連絡協議会 ホームページ開設 
 

千葉市内の地域・家庭文庫が加盟する「千葉市文

庫連絡協議会」のホームページが、２０２２年度より運

用開始されました。 

  子どもの本に関心がある方は、以下のＵＲＬやＱＲコ

ードからアクセスしてください。 

https://chibabunren.wixsite.com/website 

 

 

mailto:furenzu2021@gmail.com
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